

























に 活 用 し 始 め た と 言 わ れ て い る






















































































































































１ 楽しくない － 楽しい
２ 空虚な － 満ち足りた
３ 恐ろしい － すばらしい
４ 魅力のない － 魅力のある
５ 冷たい － あたたかい
６ 暗い － 明るい
７ 希望のない － 希望のある
８ 遅い － 速い
９ 困難な － 容易な
１０ 遠い － 近い
１１ 重要でない － 重要な
１２ 短い － 長い
１３ 小さい － 大きい
１４ 悪い － 良い
１５ 単調な － 変化に富んだ
１６ あいまいな － はっきりした
１７ 不安定な － 安定な
１８ とじた － あけはなした
１９ 活気のない － 生き生きした









































































































































































































M SD M SD t値
現在イメージ ４．６７ ０．８６ ＜＜＜ ５．１８ ０．８５ －４．１１
過去イメージ ４．１４ １．１１ n.s. ４．２６ １．０３ －０．７９
未来イメージ ５．００ ０．９２ ＜＜ ５．３５ ０．８４ －３．３２







死別の経験 ある ４．７９ ５．２６ 被験者内要因 F（１，２６）＝１６．２ ＊＊
０．６０ ０．８４ 被験者間要因 F（１，２６）＝０．７０ n.s.
死別の経験 なし ４．４９ ５．０５ 交互作用 F（１，２６）＝０．１３ n.s.
１．１８ ０．８７
過去イメージ
死別の経験 ある ４．２６ ４．３７ 被験者内要因 F（１，２５）＝０．６０ n.s.
１．０８ ０．９９ 被験者間要因 F（１，２５）＝０．４６ n.s.
死別の経験 なし ３．９７ ４．１２ 交互作用 F（１，２５）＝０．０２ n.s.
１．１９ １．１１
未来イメージ
死別の経験 ある ５．２６ ５．５７ 被験者内要因 F（１，２６）＝１０．８４ ＊＊
０．８４ ０．８２ 被験者間要因 F（１，２６）＝３．８６ ＊＊＊







死への関心 ある ４．６６ ５．１ 被験者内要因 F（１，２５）＝８．５４ ＊＊
０．７２ ０．９ 被験者間要因 F（１，２５）＝０．４９ n.s.
死への関心 どちらかと言えばある ４．６５ ５．２２ 交互作用 F（２，２５）＝０．５１ n.s.
１．１４ ０．７５
死への関心 どちらかと言えばない ５．１５ ６．２５
（n＝１）（n＝１）
過去イメージ
死への関心 ある ４．２０ ４．２４ 被験者内要因 F（１，２５）＝０．６１ n.s.
１．１０ １．０６ 被験者間要因 F（１，２５）＝０．４６ n.s.
死への関心 どちらかと言えばある ３．９３ ４．１９ 交互作用 F（１，２５）＝０．０２ n.s.
１．１６ １．０３
死への関心 どちらかと言えばない ５．３０ ５．４
（n＝１）（n＝１）
未来イメージ
死への関心 ある ５．０６ ５．２９ 被験者内要因 F（１，２５）＝６．２１ ＊
０．８６ ０．８２ 被験者間要因 F（２，２５）＝０．９７ n.s.
死への関心 どちらかと言えばある ４．８０ ５．３ 交互作用 F（２，２５）＝１．０３ n.s.
１．０５ ０．８６
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